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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
本論文は，通常の営業損益とは性質が異なることから区分表示もしくは独立掲記される「利得
及び損失」の扱いが日本基準と国際財務報告基準（IFRS）の間で大きく異なる点に着目し，その
相違が，それぞれの基準に基づいた財務報告にもたらす影響の解明を試みた研究である．第2
章から第7章までは各々公表論文をベースとした研究をとりまとめ，それに全体の研究目的を示
した第1章，そして論文全体の結論を示した第8章を含めた8つの章で構成されている． 
第2章から第4章では利得及び損失として主に減損損失に着目し，日本基準とIFRSで計上さ
れる減損損失の比較検討を通じて，IFRSに依拠して計上される減損損失が日本基準よりも将来
キャッシュ・フローに対する説明力，利得及び損失の区分による明瞭性，価値関連性，適時性
（条件付保守主義）の点で優れていることを明らかにした．また，第6章では，IFRS特有の非継続
事業利益の区分表示に着目し，そうした開示の有用性が高いことを示した．第7章では，その他
の包括利益のリサイクリングの問題を取り上げ，日本基準で認められるその他の包括利益のリサ
イクリングを通じた利益マネジメントがIFRSの採用によって抑制されることを見出した．以上の知
見をふまえ，全体として，IFRS基準における「利得及び損失」の会計処理は，日本基準よりも望
ましいものであるとの結論を導き出している．ただし，利益の持続性，予測可能性，利益平準化
の観点からは日本基準がIFRSよりも優れていること，IFRSの下においては継続事業の営業費用
を非継続事業にシフトしてコア利益を増加させるケースがあること，そして日本企業に独自の枠
組みとして算定される日本基準の経常利益の利点も見出しており，注記の活用等によってIFRS
に基づく「利得及び損失」にかかる会計処理に改善余地があることを指摘している． 
異なる会計基準の比較検討は，財務会計研究において極めて重要なテーマであるが，適用
する企業の環境が異なるものであることから一般的には困難である．しかしながら，本稿では日
本においてIFRSの任意適用が認めている結果，日本基準とIFRSの両者に基づく財務諸表が開
示されている状況を活かし，興味深い知見を示している．分析手法についても固定効果推定モ
デルを用いるなど全体として頑健なものとなっており，高く評価できるものである． 
 以上より本論文は博士学位論文として十分にその水準を満たしているものと判断する． 
